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〈月例座禅会〉

1月8.22日

2月12.26日

3月12.26日

〈写経会〉

1月21日・金

2月21日・月

3月22日・火

平
成
二
十
八
年

令

和

二

年

令

和

三

年

没

年

七

回

忌

三

回

忌

一

周

忌
平

成

十

八

年

加

藤

傳

蔵

♬
お
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト
報
告
♬

　
十
一
月
三
日
。

ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
高
山

実
紀
さ
ん
、

フ
ル
ー

ト
・
中
島
奈
緒
子
さ

ん
、

ピ
ア
ノ
・
豊
田
さ
や
か
さ
ん
と
ご
縁

を
頂
き
、

初
め
て
お
寺
で
コ
ン
サ
ー

ト
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は

三
人
に
心
か
ら
感
謝
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
、

少
し
で
も
元
気
が
出
る

事
を
と
思
い
、

み
ん
な
で
計
画
を
た
て
、

練
習
し
て
き
ま
し
た
。

　
童
謡
や
四
季
の
曲
、

ク
ラ
シ
ッ

ク
曲
な

ど
一
時
間
程
度
の
演
奏
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
コ
ン
サ
ー

ト
後
「

来
て
よ
か
っ

た
わ
」

「

選
曲
が
良
か
っ

た
よ
」
「

ま
た
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
ま
す
」

等
、

喜
び
の
声
を

頂
き
、

安
堵
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー

皆
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

来
場
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
第
二
回
が
開
催
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
生
演
奏
で
、

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
む
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
向
け

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
様
是
非
足

を
運
ん
で
頂
け
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺
庭
香
織
合
掌

【
日
々
是
好
日
】

★
十
月
二
十
二
日
、

合
掌
会
奉

仕
作
業
。

十
一
月
の
三
先
師
合

同
斎
会
法
要
に
向
け
数
年
ぶ
り

に
書
院
・
本
堂
・
庫
裡
と
全
て

の
障
子
の
張
替
え
が
出
来
ま
し

た
。

午
後
か
ら
の
障
子
張
り
作

業
に
お
手
伝
い
頂
い
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
十
一
月
三
日
、

お
寺
で
コ
ン

サ
ー

ト
別
枠
に
て
詳
細
。

★
十

一
月
九
日
、

三
先
師
合
同
斎
会

法
要
別
枠
に
て
詳
細
。

★
十
一

月
中
、

消
防
設
備
点
検
報
告
義

務
化
に
よ
り
、

火
災
報
知
機
の

点
検
並
び
に
古
く
な
っ

た
消
火

器
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

★

十
二
月
十
一
日
、

座
禅
会
納

会
。

一
寸
座
れ
ば
一
寸
の
仏
。

暑
い
日
も
寒
い
日
も
一
年
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

★
十
二
月
二

十
一
日
、

写
経
会
納
会
。

★
大

晦
日
に
は
、

お
札
や
お
位
牌
、

卒
塔
婆
の
お
焚
き
あ
げ
を
い
た

し
ま
す
。

古
い
お
札
お
位
牌
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
持
ち

く
だ
さ
い
。

★
例
年
の
一
月
三

日
総
代
様
、

世
話
人
様
の
年
始

会
は
本
年
も
中
止
し
、

一
月
十

七
日
の
大
般
若
法
要
後
に
年
始

を
兼
ね
た
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

感
に
赴
き
縁
に
應
ず

玄
海
の
禅

徳
輝
矍
鑠
常
に
湛
然

月
叟
と
三
室
垂
範
を
示
す

綿
密
な
る
家
風
道
念
堅
し

五

十

回

忌

三

十

三

回

忌

二

十

五

回

忌

十

七

回

忌

十

三

回

忌

謹
賀
新
年

檀
信
徒
の
皆
様
 
安
住
寺
に
御

縁
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆

様
 
無
事
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す

本
年
も
倍
旧
の
御
法
愛
を
賜
り

ま
す
と
共
に
 
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

 
 
 
 
令
和
四
年
壬
寅
歳
旦

総

代

（内賽銭　91,249円）
沢山のご浄財を有難うございました。

これまでの義援金累計
1,915,602円（平成23年～）

（内お賽銭合計　1,220,615円）
（内東日本大震災分　1,043,708円）
（その他の義援金　871,894円）

平
成
二
十
二
年

総

代
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[地区世話人交代の件]

来年度は地区世話人様の

交代改選になります。地

区によっては、お世話の

できる方がなく同じ方に

長らくお勤めいただいて

いるところもあります。

交代される役員様は春の

お彼岸前までにお寺の方

にお知らせください。

　

～
～
人
間
の
実
相
～
～

 

「
こ
ぞ
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の

」
高
浜
虚
子
の
有
名
な
句
で

す

。
本
来

、
自
己
を
貫
く
し

っ
か
り
し
た
信
念
を
も

っ
て
生
涯
を

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
が

、
毎
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
目

標
や
抱
負
を
決
め
て

、
こ
の
一
年
充
実
し
た
年
に
し
よ
う
と
願
い

ま
す

。

　
で
す
が

、
一
年
経

っ
て
振
り
返
る
と

、
思
う
よ
う
に
な
ら
な

か

っ
た
こ
と
ば
か
り
と
言
う
の
は

、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か

。

　

「
貫
く
棒

」
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま

、
今
年
は
四
回
目
の
年
男

。

い
つ
の
間
に
か
五
十
が
目
の
前
と
な
り
ま
し
た

。

　
お
釈
迦
様
が

「
仏
説
譬
喩
経

」
の
中
で
人
間
の
実
相
を
次
の
よ

う
な
喩
え
話
で
説
か
れ
て
い
ま
す

。

　　
　
あ
る
時

、
旅
人
が
広
野
を
歩
い
て
い
る
と

、
暴
れ
象
が
現
れ

ま
し
た

。
辺
り
に
身
を
隠
す
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

、

幸
い
古
井
戸
に
藤
蔓
が
垂
れ
下
が

っ
て
お
り

、
蔓
を
伝
い
逃
げ
込

み
ま
し
た

。

 
旅
人
は
安
心
し
下
を
見
ま
す
と

、
大
蛇
が
大
き
な
口
を
あ
け

待

っ
て
い
ま
す

。

 
上
へ
も
登
れ
ず

、
下
へ
も
降
り
ら
れ
ず
絶
体
絶
命
で
す

。

 
そ
の
上

、
藤
蔓
の
根
元
を
白
鼠
と
黒
鼠
が
か
じ

っ
て
い
ま
す

。

「
も
う
駄
目
だ

」
と
天
を
仰
い
で
嘆
息
し
て
い
る
と

、
傍
の
蜂
の

巣
か
ら

、
蜜
が
五
滴
口
の
中
に
入

っ
て
き
ま
し
た

。

 
旅
人
は

、
し
ば
し
蜜
の
甘
さ
に
恐
怖
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た

。

　
こ
の
よ
う
な
話
で
す

。
こ
の
旅
人
と
は

、
人
生
の
旅
を
し
て
い

る
私
た
ち
の
こ
と
で
す

。
広
野
と
は
永
い
迷
い
を
喩
え
て
い
ま

す

。
ゾ
ウ
と
は
無
常

、
井
戸
は
人
生

、
藤
蔓
は
寿
命
の
喩
で
す

。

大
蛇
は
死
の
喩
え

。

　
白
黒
の
鼠
は

、
昼
夜
の
時
の
流
れ
を
喩
え

、
私
た
ち
の
命
が

徐
々
に
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

。

　
そ
の
よ
う
な
中
で

、
五
滴
の
蜜
は
財
欲

、
色
欲

、
食
欲

、
名
誉

欲

、
睡
眠
欲

、
の
五
つ
を
喩
え
て
い
ま
す

。

　
私
た
ち
は

、
人
生
の
無
常
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら

、
世
間
の
楽

に
心
奪
わ
れ
短
い
時
を
無
駄
に
過
ご
し
て
し
ま
う
と
い
う
た
と
え

話
で
す

。
さ
て

、
皆
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
で

、
私
は
今
年
こ
そ
は

「
貫
く
棒

」
を
も

っ
て
し

っ
か
り
一
年

を
努
め
よ
う
と

、
懲
り
ず
に
目
標
を
立
て
た
次
第
で
す

。
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一
月
十
七
日
・
月
曜
日

　
　
　
　
十
時
よ
り

　
一
年
の
無
事
を
祈
り

法
要
を
お
勤
め
い
た
し

ま
す

。

　
総
代
様
地
区
世
話
人

様
は
年
始
会
を
兼
ね
た

ご
法
要
で
す
の
で

、
お

参
り
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す

。

　
ま
た

、
一
般
檀
信
徒

の
皆
様
は

、
ご
自
由
に

ご
参
拝
く
だ
さ
い

。

　　【年回忌表のお知らせ】
本年の年回忌は、下記のとおりです。
年回にあたるご家庭にはお知らせしてお
りますが、漏れがある場合もございます。
ご確認ください。早めにご相談いただけ
ればご希望の日程でお勤めできます。

【
三
先
師
合
同
法
要

】

　
十
一
月
九
日

、
万
寿
寺
・
佐
々
木
道
一
老
大

師
を
導
師
に
迎
え

、
和
尚
様
方
十
四
名

、
檀
信

徒
の
皆
様
四
十
名
の
参
列
の
上

、
合
同
法
要
を

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

　
上
の
香
語
は
導
師
の
佐
々
木
老
師
が

、
玄
海

和
尚
・
月
叟
和
尚
・
三
室
和
尚
の
遺
徳
を
し
の

び
讃
嘆
の
意
味
で
唱
え
た
法
語
で
す

　

【
香
語
私
訳
】

各
地
の
道
場
で
修
行
さ
れ
、

龍
門
寺
・
安
住
寺
に
住

さ
れ
た
玄
海
和
尚

師
の
遺
徳
は
輝
き
、

し
っ

か
り
と
満
ち
溢
れ
て
い
る

ま
た
、

月
叟
和
尚
も
三
室
和
尚
も
現
在
の
安
住
寺
の

礎
を
築
き

仏
法
護
法
の
心
は
丹
念
に
し
っ

か
り
と
続
い
て
い
る

　
三
先
師
合
齋
会
に
相
応
し
い
法
語
を
頂
き
大

変
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す

。

　
ま
た
和
尚
様
の
法
事
の
御
回
向
で
は

「
品
位

を
増
崇
せ
ん
こ
と
を

」
と
お
唱
え
し
て

、
法
要

の
功
徳
に
よ

っ
て

、
遺
徳
が
愈
々
益
す
よ
う
に

と
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た

。

　
在
家
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も
同
じ

で
は
な
い
で
し

ょ
う
か

、
故
人
を
偲
ぶ
と
と
も

に
ご
遺
徳
に
感
謝
し
ま
し

ょ
う

。

　
ま
た
法
要
に
あ
た
り

、
閑
栖
和
尚
が
三
先
師

合
齋
会
特
別
号
の
寺
報
を
出
し
ま
し
た
の
で

、

本
号
裏
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す

。

年

回

忌

令和3年度の義援金

昭
和
四
十
八
年

平

成

二

年

平

成

十

年

南禅寺虎の間襖「狩野探幽」

金木犀の香りが会場を包む中、


